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　担当：大石・加藤

事務局便り

　

ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
で
は
、

８
月
10
日
～
12
日
ま
で
、
大

石
事
務
局
長
と
長
嶋
氏
が
向

上
学
園
の
生
徒
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
同
行
し
、
岩
手
県
の
宮

古
、
釜
石
、
大
槌
、
陸
前
高

田
で
支
援
活
動
を
行
っ
た
。

　

行
っ
た
活
動
は
、
瓦
礫
の

撤
去
や
仮
設
住
宅
で
の
換
気

扇
掃
除
、
お
よ
び
11
日
に
大

槌
町
で
行
わ
れ
た
慰
霊
祭

「
三
陸　

海
の
盆
」
の
手
伝

い
。
瓦
礫
の
撤
去
で
は
悪
臭

の
中
で
作
業
を
行
い
、
写
真

や
記
念
像
な
ど
被
災
者
の
思

い
出
の
品
と
思
わ
れ
る
も
の

を
回
収
し
た
。
ま
た
、「
三

陸　

海
の
盆
」
で
は
、
被
災

さ
れ
た
方
か
ら
、
当
日
の
状

況
を
聞
く
こ
と
も
で
き
た
。

　

大
石
事
務
局
長
は
、「
震

災
の
も
た
ら
し
た
被
害
の
大

き
さ
を
知
る
と
と
も
に
、
そ

れ
で
も
前
を
向
い
て
歩
む
現

地
の
人
の
心
の
強
さ
を
感
じ

た
」
と
語
っ
た
。

　

三
宅
島
民
や
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
の
メ
ン
バ
ー
が
、
８
月
に

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
。

ま
た
村
議
に
よ
る
視
察
も
行
わ
れ
る
な
ど
、
三
宅
発
の
被
災

地
を
結
ぶ
支
援
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
。

 

８
月
15
日
現
在
、
三
宅
島

社
協
は
５
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
南
三
陸
町
避
難
所
な
ど

に
送
っ
て
い
る
。
島
内
す
り

身
活
動
は
19
人
が
参
加
。
ま

た
村
会
議
員
７
人
も
、
８
月

20
日
か
ら
22
日
に
現
地
で
の

視
察
を
行
っ
た
。

　

７
月
９
日
か
ら
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
議
員
視
察
の
両
方

と
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多

い
。
多
く
を
学
ん
で
き
た
。

島
も
津
波
被
害
を
受
け
る
地

域
が
あ
る
の
で
、
教
訓
を
生

か
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

に
同
行
し
た

浅
沼
徳
広
議

員
は
、「
現

地
を
見
な
い

　10 月２日の神楽坂青空フェス
タに、三宅島物産店を出店しま
す。くさやや明日葉に加え、天
ぷら等の実演販売も行います。
是非お越しください。

　９月25日、午前11時から阿古・
漁協駐車場で開催される「島市」

（主催三宅島活性化協議会・事業
主体商工会）にふるさとネット
も出店予定。お待ちしています。

イベント紹介

「三宅島ふるさと再生ネットワーク」のホームページ　http://thoshikawa.com/miyake.furusato.net/top.htm

被災地に届けられた旗（都内の保育園児が制作）

陸前高田市での瓦礫撤去

好
評
の
ネ
ッ
ト
島
市

昨
年
の
青
空
フ
ェ
ス
タ

ネ
ッ
ト
か
ら
は
二
名
が

東北に支援の輪

議
員
視
察
も
実
施

社協などが派遣活動を展開

三
宅
発

10 月２日に青空フェスタ

島市  25 日に阿古漁協で
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今
年
３
月
に
起
き
た
東
日

本
大
震
災
と
大
津
波
そ
し
て

原
発
事
故
は
、
被
災
者
の

方
々
の
心
中
を
察
す
る
に
余

り
あ
る
出
来
事
で
、
被
災
経

験
を
持
っ
て
い
る
私
た
ち
三

宅
島
民
も
大
き
な
衝
撃
を
受

け
ま
し
た
。　

　

被
災
さ
れ
た
す
べ
て
の

方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
こ
の
災

害
を
機
に
、
行
政
は
も
と
よ

り
村
民
一
人
ひ
と
り
が
自
然

災
害
へ
の
対
応
を
再
考
す
る

必
要
性
を
感
じ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
私
自
身
は

２
度
の
噴
火
を
経
験
し
て
い

ま
す
が
、
83
年
の
噴
火
災
害

時
に
は
阿
古
地
域
で
被
災

（
家
屋
埋
没
）
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
当
時
の
記
憶
を

た
ど
り
な
が
ら
、
一
被
災
村

民
と
し
て
の
体
験
を
教
訓
と

し
て
、
00
年
噴
火
災
害
か
ら

の
復
興
に
向
け
た
問
題
点
や

課
題
を
提
起
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

帯
を
超
え
る
家
屋
が
埋
没
し

ま
し
た
。
こ
の
災
害
対
応
と

し
て
東
京
都
か
ら
の
派
遣
職

員
を
中
心
と
し
た
「
災
害
復

興
課
」
が
設
置
さ
れ
、
被
災

村
民
と
の
協
議
を
重
ね
た
う

え
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

崩
壊
を
防
ぐ
た
め
に
、
主
た

る
仮
設
住
宅
は
阿
古
地
域
内

に
、
学
校
や
集
会
場
も
併
設

し
て
一
箇
所
に
建
設
さ
れ
ま

し
た
。　

　

こ
の
判
断
は
地
域
住
民
の

連
帯
感
や
復
興
へ
の
意
欲
を

増
幅
す
る
意
味
で
も
非
常
に

的
確
で
、
地
域
に
こ
だ
ま
す

る
木
槌
の
音
は
復
興
に
向
か

う
確
か
な
応
援
歌
と
し
て
心

に
響
き
、
も
ち
ろ
ん
被
害
の

少
な
か
っ
た
地
域
の
方
々
の

支
援
も
大
き
な
心
の
支
え
と

な
っ
て
再
建
を
目
指
し
た
結

果
、
仮
設
住
宅
入
居
基
準
の

ほ
ぼ
２
ヶ
年
間
で
自
力
再
建

を
中
心
に
復
旧
は
完
了
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
当
時
の
災
害
対
応

の
成
功
モ
デ
ル
と
し
て
非
常

に
評
価
も
高
か
っ
た
と
記
憶

し
て
い
ま
す
。

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
崩
さ
な
い
集

中
的
な
居
住
」
を
求
め
ま
し

た
が
、
す
で
に
自
主
避
難
し

た
世
帯
や
都
営
住
宅
へ
の
分

散
居
住
に
合
わ
せ
、
短
期
で

帰
島
で
き
る
と
い
う
楽
観
的

な
見
通
し
に
よ
り
実
現
で
き

な
か
っ
た
こ
と
が
今
で
も
悔

や
ま
れ
ま
す
が
、
そ
の
後
の

中
越
地
震
の
山
古
志
村（
旧
）

全
村
避
難
で
そ
の
教
訓
は
生

か
さ
れ
ま
し
た
。

　

時
を
移
し
、
00
年
噴
火
災

害
か
ら
の
長
期
避
難
解
除
に

よ
る
帰
島
時
に
は
２
ヶ
所
の

高
濃
度
地
区
（
居
住
制
限
）

が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
当
時
の
判
断
と
し
て
否
定

し
ま
せ
ん
が
、
行
政
と
該
当

地
区
住
民
と
の
コ
ン
セ
ン
サ

ス
が
万
全
で
あ
っ
た
と
い
う

評
価
は
残
念
な
が
ら
出
来
ま

せ
ん
。

　

ま
た
そ
れ
を
象
徴
す
る
よ

う
に
坪
田
高
濃
度
地
区
の
対

象
住
民
の
一
部
が
都
内
に
留

ま
っ
た
り
、
帰
島
し
た
村
民

も
各
地
区
に
点
在
す
る
村
営

住
宅
に
入
居
す
る
な
ど
の
分

散
状
態
が
長
期
に
続
い
た
こ

と
も
、
い
ま
だ
地
域
再
生
へ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
固
ま
ら
な

い
要
因
の
ひ
と
つ
で
は
な

か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。　

　

83
年
の
噴
火
で
は
幸
い
に

も
人
的
被
害
は
な
か
っ
た
も

の
の
、
阿
古
地
区
４
０
０
世

　

私
は
こ
の
教
訓
か
ら
00
年

の
全
島
避
難
の
際
に
も
「
コ

　

三
宅
村
議
会
議
長
の
佐
久
間
達
己
さ
ん
に
、
２
０
０
０

年
噴
火
の
寄
稿
を
お
願
い
し
た
。
東
日
本
大
震
災
に
、
被

災
経
験
者
と
し
て
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
こ
と
に
も
ふ
れ

な
が
ら
、
地
域
再
生
の
た
め
に
は
、
行
政
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
崩
壊
を
防
い
だ
り
産
業
復
興
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
す
る

の
が
必
要
な
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
上
に
住
民
同
士
の

絆
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

83
年
噴
火
で
溶
岩
に
埋
ま
っ
た

阿
古
小
・
中
学
校
（
上
）
と

２
０
０
０
年
に
噴
火
し
た
雄
山

2000 年噴火の課題を考える

当
時
の
記
憶 

た
ど
り
な
が
ら

83
年
は
成
功
モ
デ
ル

守
れ
な
か
っ
た
地
域
社
会

足もと見つめて
村議会議長　佐久間達己さん　
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下
で
の
乗
下
船
や
30
％
に
満

た
な
い
飛
行
機
の
低
就
航
率

は
、
観
光
立
島
を
目
指
す
本

島
に
と
っ
て
は
マ
イ
ナ
ス
要

因
が
多
く
、
そ
の
解
決
（
改

善
策
）
に
ど
う
対
応
す
る
の

か
も
行
政
の
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
00
年
の
噴
火

災
害
か
ら
実
に
11
年
と
い
う

年
月
で
失
っ
た
も
の
を
取
り

戻
す
の
は
簡
単
で
は
な
く
、

人
一
倍
の
汗
を
流
す
以
外
に

方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

行
政
の
役
割
と
し
て
住
民

　

高
濃
度
地
区
の
ひ
と
つ
で

あ
り
、
島
内
有
数
の
農
業
振

興
地
域
で
あ
る
薄
木
地
区
は

約
２
年
前
に
規
制
が
解
除
さ

れ
ま
し
た
が
、
経
年
に
よ
る

農
地
の
荒
廃
が
著
し
か
っ
た

た
め
に
農
業
再
開
に
向
け
た

支
援
（
農
地
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

事
業
・
農
業
用
貯
水
ダ
ム
復

旧
事
業
な
ど
）
が
実
施
さ

れ
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま

す
が
、
活
気
が
感
じ
ら
れ
る

な
い
状
況
下
で
帰
宅
を
選
択

し
た
世
帯
が
少
な
か
っ
た
こ

と
は
、
長
過
ぎ
た
年
月
の
影

響
と
い
う
よ
り
は
、
地
域
と

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
も
な
く
突

然
に
行
政
主
導
で
居
住
の
み

解
除
し
た
施
策
に
問
題
が
な

か
っ
た
か
反
省
す
べ
き
事
項

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。　
　

　

ま
た
こ
の
地
域
に
あ
る
役

場
庁
舎
（
現
在
は
旧
阿
古
中

学
校
に
て
仮
庁
舎
）
は
職
員

や
来
庁
者
へ
の
健
康
影
響
懸

念
の
た
め
再
開
で
き
ず
、
更

に
は
海
・
空
の
玄
関
口
（
三

池
港
・
三
宅
島
空
港
）
が
あ

る
も
の
の
、
火
山
ガ
ス
影
響

の
声
を
反
映
し
た
指
針
を
示

す
こ
と
は
当
然
で
あ
り
ま
す

が
、
肝
要
な
の
は
被
災
住
民

自
身
が
共
同
し
て
の
地
域
再

生
に
向
け
た
協
力
（
努
力
）

を
す
る
と
い
う
強
い
意
志
が

必
要
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し

帰
島
以
降
、
徐
々
に
行
政
と

住
民
と
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

得
る
場
で
あ
る
行
政
懇
談
会

場
で
空
席
が
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
が
残
念
で
な
り

ま
せ
ん
。　

　

83
年
被
災
当
時
、
毎
日
の

よ
う
に
仕
事
が
終
わ
る
と
被

災
者
が
集
会
場
に
集
ま
っ
て

行
政
と
議
論
し
な
が
ら
地
域

再
生
の
姿
を
作
り
上
げ
て

い
っ
た
光
景
を
今
で
も
は
っ

き
り
覚
え
て
い
ま
す
。
時
代

が
変
わ
っ
た
と
は
い
え
根
底

に
あ
る
人
間
力
と
火
山
島
に

生
き
る
島
人
と
し
て
の
プ
ラ

イ
ド
は
、
き
っ
と
Ｄ
Ｎ
Ａ
と

し
て
子
々
孫
々
に
受
け
継
が

れ
て
い
る
も
の
と
強
く
信
じ

て
い
ま
す
。　

　

最
近
「
絆
」
と
い
う
文
字

を
目
に
す
る
機
会
が
増
え
ま

し
た
。
不
安
定
な
情
勢
だ
か

ら
こ
そ
、
し
っ
か
り
と
足
元

を
見
つ
め
直
そ
う
じ
ゃ
あ
り

ま
せ
ん
か
。
将
来
の
災
害
に

備
え
る
た
め
に
も
…
。

・ 三 宅 村 議
　会議長
・昭和 38 年
　生まれの
　48 歳
・29 歳で三
　宅村議会議員選挙に立候
　補して初当選を果たす（現
　在５期目）
・副議長 5 年 (04 ～ 08)、議
　長３年 (09 ～ ) 在職中。
・家族構成は、妻、息子 (1)、
　娘 (2) の 5 人 

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。　

　

し
か
し
三
池
・
沖
ヶ
平
地

区
は
火
山
ガ
ス
の
噴
出
量
低

下
に
鈍
化
が
み
ら
れ
る
た

め
、
今
春
よ
り
特
別
措
置
と

し
て
通
年
居
住
が
可
能
と

な
っ
た
も
の
の
、
い
ま
だ
に

生
計
を
営
む
た
め
の
事
業

（
商
店
・
民
宿
等
）
禁
止
と

い
う
高
濃
度
地
区
と
し
て
の

基
本
規
制
は
継
続
さ
れ
て
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

行
政
に
お
い
て
高
濃
度
地

区
解
除
を
想
定
し
計
画
し

た
「
三
池
地
区
か
さ
上
げ
事

業
」
も
頓
挫
し
、
地
域
再
生

に
向
け
た
具
体
的
な
提
案
も

坪田・役場庁舎や商工会事務所等が戻るのはいつ

かさ上げ事業が頓挫した三池地区

2000 年噴火の課題を考える

佐久間さんプロフィール

大切な住民間の絆
課
題
残
る
高
濃
度
地
区
対
応

将
来
の
災
害
に
備
え
る
た
め
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「
ロ
ッ
ク
」
が
公
開
さ
れ

た
こ
と
は
、
多
く
の
人
が
当

時
の
島
の
状
況
を
知
る
機
会

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
８
月
に
島
に

行
き
ま
し
た
。
豊
か
な
自
然

や
人
情
に
ふ
れ
心
豊
か
に
な

る
と
と
も
に
、
今
後
も
復
興

の
行
方
を
見
よ
う
と
思
い
ま

し
た
。　

（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
一
同
）

　 噴 火 か ら 11 年
たっていますが、最
近のように感じられ
ました。三宅島はま
だ復興の途中です
が、徐々に風化して

いっているため、この映画で思い出
してもらえると思います。
　また、ロックとその家族のよう
に、離れ離れになった家族も再会で
きるという希望を、東北で被災され
た方々に伝えたいです。

　島に犬を飼ってい
る友人がいました。
避難当時、その友人
がとても辛い思いを
していたのを側で見
ていたので、それを

思い出すと他人事とは思えず、今回
の映画はたいへん感動しました。
　また、それだけでなく、この映画
を見たことで三宅島の現状やそこで
暮らす家族等についてもいろいろと
考えさせられたな、と感じました。

【ご寄付者名】
株式会社キタジマ様、倉持房
枝様、高橋民夫様、Ｍ様、櫻
田薫様、広部敏政様、谷原和
憲様、吉野文雄様、吉田信行
様、横井和之様

【震災義援金ご寄付者名】
株式会社キタジマ様
　　（６月１日～７月 31 日）
ありがとうございました。

　

三
宅
島
の
噴
火
か
ら
帰
島

ま
で
の
状
況
を
題
材
に
し
た

映
画
「
ロ
ッ
ク
～
わ
ん
こ
の

島
～
」
の
試
写
会
が
７
月
３

日
に
有
楽
町
朝
日
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
た
。
こ
の
試
写
会
に

は
、
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
の
案

内
に
応
じ
た
在
京
者
な
ど
約

50
人
参
加
し
た
。

　

懐
か
し
い
噴
火
前
の
島
の

風
景
や
、
全
島
避
難
当
時
を

再
現
し
た
映
像
が
流
れ
る
中

で
、
参
加
者
は
頷
い
た
り
、

時
に
は
涙
を
流
し
た
り
し
な

が
ら
映
画
に
見
入
り
、
上
映

終
了
時
に
は
、
会
場
に
大
き

な
拍
手
が
響
い
て
い
た
。

　

こ
の
面
で
は
、
そ
ん
な
方

の
試
写
会
に
参
加
し
た
方
の

思
い
を
、
上
映
終
了
後
に
取

材
し
て
掲
載
し
た
。

　子どもたちが先に
避難したことや長
かった避難生活を思
い出し、感じること
が多くありました。
　主人は島に帰って

いますが、子どもたちは学校の都合
などで、すぐに帰るというわけには
いかなくなってしまいました。離れ
離れの生活が続いていますが、いつ
か島に帰り、また家族で一緒に暮ら
したいと思っています。

　映画の中で島民が
島から避難する場面
では、大人と子ども
それぞれの様子や心
境がとてもうまく描
かれていて、当時の

ことを思い出しました。
　伊豆の家は、少しずつ片付けを進
めていますが、なかなか進んでいな
いのが現状です。帰島して初めから
やり直していく主人公たちの気持ち
がわかり、共感できました。

　７月９日、巣鴨にてふるさと
ネットの第 23 回世話人会が開か
れ、以下の協議が行われた。
①在京者は高齢化し、家族と一
　緒に暮らし始めた方や、亡く
　なった方が出てきている。秋
　頃までに効果的な訪問活動の
　在り方を検討する。
② 10 月２日に開催される予定の
　神楽坂青空フェスタに三宅島
　物産店の出店を決定（１面関
　連記事）。
③「ロック～わんこの島～」試
　写会報告（この面に記事）。
④向上学園の岩手ボランティア
　に、大石事務局長等の参加を
　決定（１面に報告記事）。

編
集
後
記

世話人会 ７月９日に

「ロック」の試写会に多くの在京者が

様々な思いを胸に

葛西多可良さん（68・神着）

希望を東北に伝えたい
杉原まり子さん（62・伊豆）

わかった  主人公の気持ち

小室知美さん（24・坪田）

考えること  いろいろと
小室美幸さん（54・坪田）

また家族で一緒に

訪問活動などの議論を

８月に島を訪ねた際の記念撮影


